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研究成果の概要（和文）：植物の気孔の開閉は、乾燥ストレス耐性や養分吸収に深く関与する。

本研究では、乾燥ストレス耐性に深く関与する植物ホルモンの一つであるアブシジン酸が誘導

する気孔閉口機構の解明を行なった。そして、新規の信号伝達因子として働くタンパク質や低

分子化合物を発見した。 
 
研究成果の概要（英文）：Stomatal movement is closely involved in drought tolerance and 
absorption of nutrients. In this study, we analyzed mechanism of stomatal closure induced 
by abscisic acid to find new signaling components including proteins and low molecule 
compounds.  
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１．研究開始当初の背景 

 植物の気孔の開閉は、乾燥ストレス耐性や

養分吸収に深く関与する。乾燥ストレス耐性

に深く関与する植物ホルモンの一つであるア

ブシジン酸が誘導する気孔閉口機構は、その

受容体も含め、十分に解明されていなかった。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、アブシジン酸が誘導する気孔

閉口機構を解明し、また、他の植物ホルモン

とのクロストークを明らかにすることによっ

て、植物のストレス耐性の向上を目指した。 
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３．研究の方法 

 アブシジン酸誘導気孔閉口における新規シ

グナル因子を遺伝学的、生化学的、薬理学的、

電気生理学的な手法を用いて、解明を行なっ

た。 

 

４．研究成果 

 本研究では、アブシジン酸シグナリングに

おいて信号伝達因子として働くタンパク質や

低分子化合物として 

（１）カルシウム依存性タンパク質キナーゼ 

（２）ミロシナーゼ 

（３）グルタチオン 

を発見した。また、気孔閉口において 

（４）アブシジン酸 

（５）カルシウム 

によるプライミングが重要であることを明ら

かにした。 

 また、他の新規信号伝達因子やクロストー

クについては、現在投稿中である。 
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